
ほぼ全員が棋譜をとっていた。午後、数箇所でプ
ロによる検討会が開かれ、そこに今終わったばか
りの棋譜を持ち込んで検討してもらうのだ。私も
順番を待って皆の前で教えてもらった。これは上
達を目指すものにとって理想的な方法だ。このチ
ャンスを逃さず彼らはこの２週間で確実に１目上
達して帰るであろう。
さて、ヨーロッパオープンの例に従って私は３

段で登録し試合に臨んだ。メインは３勝２敗５棄
権、またウィークエンド小大会では３勝１敗だっ
た。一部トップクラスの選手を除いて、勝負とい
うよりは研鑚と親善が目的という参加者がほとん
どだ。
それはそれは楽しい日々で私はすっかりはまっ

てしまった。

北海道医師会、札幌市医師会の初代会長であり、札幌社会保険総合病院の前身である「北辰
病院」の創設者でもありました関場不二彦先生の生誕１４０年を記念して、下記により記念講演
が開催されることとなりましたので、ご案内いたします。

■関場不二彦先生記念パネル展
１１月５日�～１１日� 札幌社会保険総合病院 １階 エントランスホール
後援 北海道医史学研究会

お問い合わせは、札幌社会保険総合病院 図書室 篠原（�０１１‐８９３‐６３１３）まで。
この講演は「北海道医師会認定生涯教育講座」（３単位）申請中です。

記
開催日：平成１７年１１月７日（月） 午後６時～
場 所：札幌社会保険総合病院 ２階 講義室

札幌市厚別区厚別中央２条６丁目２―１

記念講演

司会 札幌社会保険総合病院 院長 秦 温信
「関場不二彦先生に学んだこと」

講師 日本医史学会 評議員 島田保久先生

※講演会終了後、地下１階「はまなす」にて情報交換会を
予定しております。

お知らせ

理 堂（関場不二彦先生）生誕百四十周年

記念講演会のご案内
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